
教 育 環 境 整 備 基 金 積 立 金 【予算額】５１，８７６千円

目 的

担当 財務課 財産管理担当
内線 ６６４２

事業概要

１ 教育環境整備基金積立金 ５１，８７６千円

寄附募集事業

（１） 寄附金の積立 ４０，８０３千円
特色ある学校教育の推進に資する埼玉県立学校の教育環境の整備及び充実に要する経費の財源に充てるため、集めた寄附金を積立る。

【選べる寄附メニュー】
○ 活用先や用途を指定しない埼玉県立学校の教育環境整備全般への寄附 （寄附A）
○ 学校が策定した教育環境整備充実プランに対する寄附（寄附Ｂ）

★現在、教育環境整備充実プランを策定している学校★
① 浦和高等学校 ・・・ グラウンド人工芝化による部活動等活性化プラン
② 熊谷農業高等学校 ・・・ 生産物販売所を活かした地域交流プラン
③ 浦和西高等学校 ・・・ 人工芝グラウンド維持管理プラン

（２） 運用益の積立 １，６１８千円

埼玉県教育環境整備基金の運用益を積立る。

県立学校の更なる特色化や地域社会と連携した学校づくりを進めるため、県民、企業などから寄附金を募り、教育環境の整備充実を図ります。

（３） 生産物売払収入の積立 ９，４５５千円
農業高校の教育環境整備充実プランに積立る。



事業概要

○ 「埼玉県教育環境整備基金」の設置

対 応 ： 学校の特色化を進める仕組みづくり

○学校の更なる特色化

○地域社会と連携した学校づくり

効 果

事業計画

・寄附の目途が
ついたプランの
予算要求

【基金の原資】

・ 県民･企業からの寄附金
・ 教育局所管資産の売払金の一部

【基金の活用方法】

・各学校において特色化を進めるため、
教育環境整備充実プランを作成
教育局において、プランを審査・承認 ⇒寄附を募集
・プラン実施の目途がついた段階で予算事業化

企
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卒
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地域社会との連携が重要

支 え 合 い

○地域社会からの
資金面での支援

⇒寄附を受け入れて
いきたい

○寄附の
受け皿がない

○教育局所管資産の
売払金の一部

⇒教育環境の整備に
活用したい

○基金に積むことで
国への返還が
免除される

課 題現 状

学校の特色化を進めたい

・プランによる
環境整備

27年度～ 令和８年度～ 予算要求の翌年度～

・プランの策定
・寄附募集開始


